
昨年度に引き続き、町内会などを経
けいゆ
由して全戸

こ
配布

してきたこの文
ぶんかざい
化財ニュースは、新型

がた
コロナウイルス

感
かんせんしょう
染症の影

えいきょう
響で、令

れいわ
和 3 年度も町内会経由の全戸配布

ができないため、教育機
きかん
関や公共施

しせつ
設を通じて配

はいふ
布す

ることになりました。
また、感染症の影響で、祭礼など市内の歴史文化に
関係する行事は、規

き ぼ
模を縮

しゅくしょう
小したものが多く、中には

中止になるものもありました。一方で、文化財の修
しゅうり
理

や祭礼で使う道具の修理をする機会が増えました。

令和 4年 3月10日の定例教育委員会で、
文化財審

しんぎ
議委員会の答

とうしん
申を受けた平

へいそう
荘町

山
やまかど
角にある報恩寺所

しょぞう
蔵の ｢木

もくぞう
造金

こんごうかい
剛界大

だい

日
にちにょらい
如来坐

ざ ぞ う
像 1 軀

く
｣ が、新しく市指定文

化財に加わりました。
これにより、市内の指定・登

とうろく
録文化財は、

国指定23件（うち国宝 2件）39点、県指
定33件56点、市指定70件1,426点、国登
録 9か所37件になりました。
これらの指定文化財をはじめ、市内に

はたくさんの文化財があります。先
せんじん
人た

ちが伝えてきた地
ちいき
域の文化財を、心豊か

な生活のために活用していくとともに、
次世代に継

けいしょう
承していくことについて、ご

理
りかい
解とご協力をお願いします。

••••••••••••••••••  新指定  ••••••••••••••••••
木造金剛界大日如来坐像
　 1軀　市指定　彫

ちょうこく
刻

　像高　60.8cm、髪
はっさいこう
際高　45.6cm

　木造彩
さいしき
色　割

わりはぎづくり
矧造　玉

ぎょくがん
眼　南

なんぼくちょう
北朝時代／14世紀

　報恩寺　平荘町山角466番地の 1
報恩寺本

ほんどう
堂、向かって右奥

おく
の脇
わきだん
壇に安

あんち
置されるこの

像
ぞう
は、両手で智

ちけんいん
拳印を結ぶ『金

こんごうちょうきょう
剛頂経』で最高の教主

と位置づけられている金剛界大日如来像です。
全体に経

けいねん
年による劣

れっか
化と修

しゅうり
理の痕

こんせき
跡で傷

いた
んでいるよ

うに見えま
すが、端

たんせい
正

な面
めんそう
相と少

し重厚感の
ある自然な
肉づきの表
現から、中
世の優

すぐ
れた

仏像である
ことがわか
ります。
はじめは、 

からだの部 
分を金色、
頭
とうはつ
髪の部分

を瑠
る り
璃色で

彩色し、衣
の部分は切

きりがね
金技法で華

はな
やかな模

もよう
様を施

ほどこ
していたようで、

材
ざいしつ
質はヒノキあるいはヒバです。また、台

だいざ
座の大部分

は制作当初のものです。
像底から内部構

こうぞう
造を確

かくにん
認でき、体

たいかん
幹部を前後に割

わりは
矧

いで内
うちぐ
刳りをした割矧ぎ造

づく
りで、頭部は体幹部上部か

ら割り離
はな
し、両耳の後ろの線で前後矧ぎした割

わりくび
首で、

玉
ぎょくがん
眼を嵌

かんにゅう
入していることがわかります。

この仏像の作者は、当時の京都で運
うんけい
慶五世孫

まご
（ある

いは六世孫）を名乗る東
とうじ
寺大
だいぶっし
仏師の康

こうしゅん
俊と考えられます。

像底に康俊作の朱書がある姫路市の円教寺の金
こんごうさつた
剛薩埵

坐像（1359年、県指定文化財）や如
にょいりん
意輪寺の如意輪

観
かんのん
音坐像（1351年、姫路市指定文化財）と面相をはじ

めとした像
ぞうよう
容がたいへんよく似ていて、技法や作風が

共通しているためです。
報恩寺は、県指定文化財となっている南北朝時代の
古文書や石造品をはじめ、中世の多くの文化財を伝え
る真
しんごんしゅう
言宗の古

こさつ
刹で、同時代に康俊を庇

ひ ご
護した播磨守

しゅご
護

赤松氏と関係が深かったと考えられています。

報恩寺の木造金剛界大日如来坐像

新
し
い
指
定
文
化
財
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埋蔵文化財発掘調査  
教育委員会では、埋

まいぞう
蔵文化財保

ほ ご
護の

ために調査を行っています。令和 3年
1月から12月までに、遺

いせき
跡内での工事

の届
とどけ
出が120件あり、西田池南遺跡と

上
うえ
村池遺跡で記録保

ほぞん
存のための本

ほんはっくつ
発掘

調査を実
じっし
施しました。いずれも雁

が ん ど い
戸井

地区ほ場整
せいび
備事業に伴

ともな
うものです。

このほか、遺跡の破
はかい
壊のおそれがあ

る24件の開発事業などで埋蔵文化財の
有無を調べる確認調査を、遺跡の可

かのうせい
能性がある開発事

業で 6件の試
しくつ
掘調査と 3件の分

ぶんぷ
布調査を実

じっし
施しました。

確認調査では、加古川城跡、溝
みぞのくち
之口遺跡（以上加古

川町）、坂元遺跡、大塚遺跡、聖
せいりょうざんこふん
陵山古墳（以上野口町）、

西
さいじょう
条遺跡（神

かんの
野町）、中西台地遺跡（西神

かんき
吉町）、井ノ

口遺跡（上
かみそう
荘町）の 7遺跡で、試掘調査では、加古川

町大野地区の 1か所で遺構を確認しました。
埋蔵文化財の保護のため、一般に ｢遺跡｣ と呼ばれ
ている ｢周知の埋蔵文化財包

ほうぞう
蔵地｣ 内で土木工事を行

う場合、地中を掘
ほ
る行

こう い
為の60日前までに文化財保護法

第93条に基づく埋蔵文化財発掘の届出をしなければな
りません。
その届出に基づいて、書類の内容や工事に先立つ確
認調査で、工事が埋蔵文化財に及ぼす影響を確認しま
す。その結果、保護の必

ひつよう
要がある場合は、可能な限り

遺跡が破壊されないよう関係者と協
きょうぎ
議します。

そして、やむを得ず遺跡を破壊する場合は、記録保
存のために本発掘調査を実施し、発掘調査報

ほうこく
告書を

刊
かんこう
行し記録の保存と公開を行います。
工事と埋蔵文化財保護を円

えんかつ
滑に進めるために、土木

工事などの計画がある場合は、早めに文化財調査研究
センターに連絡してください。

西田池南遺跡発掘調査  
八
やはた
幡町上

かみ
西条にある西田池南遺跡で、令和 3年 1月

から 2 月にかけて、農業用水路が整備される範囲約
250㎡の本発掘調査を実施しました。その結果、昔の
人の活動痕跡である土坑・ピットなどの遺構を複数発
見しました。遺物がほとんど出土しなかったため、遺
跡の時代や性格についての詳しい情

じょうほう
報を得ることはで

きませんでした。

上村池遺跡発掘調査  
八幡町中西条にある上村池遺跡では、令和 3年11月
から翌年 2月にかけて、水路工事で遺跡が壊れてしま

う範囲635㎡の本発掘調査を実施しました。
調査では、主に奈良時代（ 8世紀代）の集

しゅうらく
落跡を確

認しました。検出遺構は、掘立柱建物跡、溝状遺構、
土坑・ピットなどで、掘立柱建物跡は少なくとも 7棟
あり、いずれも同じ方角を向いています。出土遺物は、
奈良時代頃に製作された土

は じ き
師器・須

す え き
恵器と呼ばれる土

器が中心で、ほかに瓦が少量あります。
この遺跡は、平成28･29年度に別の場所 3 か所で発
掘調査をしています。今回の調査結果を含めて、上村
池の北側

がわ
全体に立派な掘立柱建物群が広がっていた様

子がわかってきました。
この調査では、 1月29日に市民向けの現地説明会を
開
かいさい
催し、約200名の参加がありました。

その他の文化財調査  
埋蔵文化財のほか、所有者・地域住民からの情報提
供による古

こ え ず
絵図・古

こもんじょ
文書等近

きんせい
世史
しりょう
料に関係する 1件の

調査を実施しました。

文化財関係印刷物刊行のお知らせ  
令和 3年 1月から12月までに刊行した文化財関係印
刷物は以下のとおりです。文化財調査研究センターを
はじめ、関係施設・機関で閲

えつらん
覧することができます。

また、解
かいせつ
説シートや報告書などの印刷物をホームペー

ジで公開しています。
『加古川市文化財年報第 4号平成30（2018） 年度』
（2021年、A 4判52頁）

非売品
『片山遺跡発掘調査報告書』（2021年、A 4判70頁）
加古川市文化財調査報告34
文化財解説シート（2021年、各A 4判 1枚両面刷）
第25号『里古墳の画文帯神獣鏡』、第26号『西条廃寺跡』
第27号『良野の宝篋印塔』、第28号『養老の宝篋印塔』

非売品
（配布用、
残部有）

（前号の文化財ニュースに掲載漏れの令和 2年刊行の報告書）

『古大内遺跡発掘調査報告書』（2020年、A 4 判
40頁）加古川市文化財調査報告33 非売品

調
査
と
報
告

上村池遺跡発掘調査現地説明会のようす
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文化財関係出版物の販売  
教育委員会では、過

か こ
去に刊行した文化財関係出版物

を販
はんばい
売しています。購入を希

きぼう
望の場合は、直接、来所

ください。郵送の場合は、送料などが必要です。詳し
くは文化財調査研究センターまで。

【普及図書】
『郷土のおはなしとうた第 3集』（1976年､ A 5 判94頁） 600円

『加古川市の文化財』（1988年改訂､ A 5 判123頁） 1,000円

『加古川市文化財図録』（1995年､ A 4 判107頁） 3,800円

【文化財調査報告書】
『岸遺跡発掘調査報告』（1961年､ B 5 判23頁） 200円

『山之上遺跡Ⅰ』（1977年､ B 5 判 8 頁） 200円

『東中遺跡発掘調査報告書』（1981年､ B 5 判106頁） 1,200円

『加古川市埋蔵文化財調査集報Ⅰ』（1983年､ B 5 判28頁） 500円

『加古川市の民俗』（1985年、B 5 判291頁） 1,200円

『加古川市遺跡分布地図』（1994年改訂､ A 4 判291頁） 1,800円

『奥新田西古墳発掘調査報告書』（2000年､ A 5 判41頁） 500円

教育委員会では、市内の文化財保護
のための事務とともに、文化財保護
意
いしき
識を高めるための事業を行っていま

す。文化財の公開、説明板の設置、講
座の開催、講師の派

はけん
遣、指定文化財の

整備や保存管
かんり
理事業に対しての補

ほじょ
助な

どです。
また、加古川市文化財保護協会や加

古川文化遺
いさん
産活性化実行委員会をはじ

め、地域の歴史・文化財関係団体とと
もに、文化財の保護と活用に取り組んでいます。
令和 4年 1月23日には、消防関係者が中心となって
文化財防火デー消防訓練が鶴

かくりんじ
林寺（加古川町）で実施

されるなど、災害から文化財を守る取組みが定期的に
行われています。

文化財の公開  
少年自然の家（東神吉町天

あまがはら
下原）の敷

しきち
地内にある県

指定文化財 ｢本
もとおか
岡家住宅｣ では、屋内に農具を中心と

した民具、屋外に水
すいぼう
防飛

ひら い
来船
せん
という救

きゅうじょ
助船などを展示

しています。毎年、こどもの日（ 5 月 5 日）、ひょう
ごヘリテージマンス期間のうち11月下旬の 1週間、少
年自然の家の無料散

さんさく
策日に特

とくべつ
別公開しています。一般

公開などのお問合せは、文化財調査研究センターまで。
また、少年自然の家無料散策日については少年自然の
家（電話432-5177）まで。

また、加古
川総

そうごう
合文化セ

ンター博
はくぶつかん
物館

では、西条古
墳群の行

ぎょうじゃづか
者塚

古墳からの出
土資料をはじ
め、市内の遺
跡から出土した考

こうこ
古資料や市民の皆

みなさま
様から寄せられた

民具など、貴
きちょう
重な資料を展示しています。令和 3年 7

月24日から翌年 3月27日まで加古川総合文化センター
博物館で企

きかく
画展 ｢発掘された加古川｣ を開催しました。

溝之口遺跡、美
み の り
乃利遺跡、石

いしまちちゅうせいぼ
町中世墓など近年の埋蔵

文化財発掘調査成果を紹介するもので 5千人近くの入
場者がありました。
そのほか、国指定史跡の西条古墳群、県指定史跡の
古代寺院跡である西条廃寺跡（山手二丁目ほか）、そ
して、近代の農業用水の水路橋で移設保存された市指
定文化財の平

ひらきばし
木橋（野口町水足）、宮

みやま
山遺跡（八幡町上

西条・中西条）、その他、日岡山古墳群（加古川町大野）、
里古墳（平荘町里）、西山大塚古墳（平荘町西山）、奥
新
しんでん
田西古墳（平荘町中山）、石のタライ（加古川町美

乃利）については、いつでも見学することができます。
また、教育委員会が保

ほかん
管している資料については、

各地から調査、展
てんらんかい
覧会への貸

かしだ
出し、出

しゅっぱんぶつ
版物への掲

けいさい
載な

どの依頼があります。令和 3年 1月から12月までの 1
年間で、特別展準備や研究発表などを目的とした 6件
180点の調査を受入れ、小野市での特別展などに 3 件
25点（うち継

けいぞく
続は 2件20点）の貸出し、10件41点の出

版物への掲載を承諾しました。

坂元の石造宝篋印塔修理  
6 月には、県指定文化財で和泉式部の伝説が伝わる

野口町坂元の石造
宝
ほうきょういんとう
篋印塔の修理が行

われました。石塔が
傾き倒れる危険が
あったため、地元の
町内会が、兵庫県と
加古川市の補助を受
けて、解体・基

き そ
礎固

め・傾
かたむ
き補

ほせ い
正・積直

しの修理を実施しま
した。

企画展 ｢発掘された加古川｣ のようす

坂元の石造宝篋印塔

保
護
と
活
用
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作業中に、塔
とうしん
身の上部に短い経

きょうかん
巻を納

おさ
めることので

きる大きさの長細い孔
あな
を新たに確認しました。

本岡家住宅屋根小修理  
7 月には県指定文化財の本岡家住宅屋根の小修理を

実施しました。以前から茅
かやぶき
葺屋根の茅をカラスなどの

鳥が抜
ぬ
き取る被

ひがい
害があり、屋根にできた穴

あな
が大きくなっ

ていました。

日岡山古墳群の樹木伐採など  
教育委員会が管理している古墳などは、毎年、草刈
りなどの環

かんきょう
境整備を行っています。

令和 3年度は、主に強風による危険に備え、日
ひおかやま
岡山

公園の南大塚古墳周辺の高
こうぼく
木13本を伐

ばっさい
採し、県史跡西

条廃寺跡の樹
じゅもく
木 3 本を剪

せんてい
定しました。

文化財を保護し、良好な状
じょうたい
態で見学できるよう管理

することについてもご理解とご協力を願いします。

文化財説明板・標柱  
教育委員会では、文化財に関する理解を深め文化財
保護意識の高揚を図るため、文化財説明板と標

ひょうちゅう
柱を設

置するよう努
めています。
令和 3年は
東神吉南小学
校の砂

いさべ
部遺跡

説明板をはじ
め、傷んでい
た説明板 5件
と標柱 3件を
立替えました。
令和 3 月12月31日現在、文化財に関係する178件の
説明板と164件の標柱を設置しています。

文化財講座  
教育委員会では、毎年、地域の歴史や文化財につい
ての理解を深めるための事業として文化財講

こうざ
座を開催

しています。
令和 3 年度も青少年女性センターを会場に、10月
23日 ｢加古川の中世お墓

はか
事
じじょう
情｣（狭川真一先生）、11

月 6 日 ｢播
はりま
磨の平

へいじょう
城京出

しゅっちょう
張所と加古川｣（森内秀造先生）、

11月20日 ｢古墳時代の加古川｣（初村武寛先生）の 3
回の文化財講座を開催し、延べ220名の皆様の参加が
ありました。

協働のまちづくり推進事業協力  
昭和30年代の西条古墳群発掘調査の資料整理に取り

組んでいる歴史団体である東播磨地域史懇
こんわ
話会が、令

和 3年度の加古川市の協
きょうどう
働のまちづくり推

すいしん
進事業補助

金事業として、｢西条古墳群出土遺
いぶ つ
物を活かした地域

史セミナー活動｣ として報告書作成などの事業を実施
しました。

地域文化財総合活用推進事業協力  
この事業は国の事業で、わが国の ｢たから｣ である
地域の多様で豊かな文化遺産を活用した、伝

でんとう
統芸

げいのう
能・

伝統行事の公開・後
こうけいしゃ
継者養

ようせい
成、古典に親しむ活動など、

各地域の実情に応じた特色ある総合的な取組みに対し
て支援することで、文化振

しんこう
興とともに地域活性化を推

進することを目的としています。
市内では、令和 3年度は ｢伝統文化親子教室｣ とし
て能
のうがく
楽、獅

し し ま い
子舞、笛

ふえ
、いけばな、茶

さどう
道、俳句、百人一

首、伝統文化伝承など15団体の事業が実施されていま
す。また、関係団体によって加古川文化遺産活性化実
行委員会が組

そしき
織され、 5件の屋台や太鼓の修理事業な

どが実施されています。
詳しい内容については、文化庁のホームページで確
認し、事業の実施にあたっては、加古川文化遺産活性
化実行委員会、または文化財調査研究センターにご相
談ください。

加古川市文化財保護協会の会員募集  
加古川市文化財保護協会は、市内の文化財ならびに
自然風土を保護し、これらに関する研究とその知

ちしき
識の

普
ふきゅう
及をはかり、市民文化の向上に資

し
することを目的と

して昭和51（1976）年から活動している市民団体です。
お問合せは文化財調査研究センターまで。

⑨
⑦ ⑧③

②
⑥

⑤

①

④ ⑩

①報恩寺　　　　　②西田池南遺跡　　　③上村池遺跡
④鶴林寺　　　　　⑤坂元の宝篋印塔　　⑥本岡家住宅　
⑦日岡山古墳群　　⑧西条廃寺　　　　　⑨砂部遺跡　
⑩文化財調査研究センター・加古川総合文化センター博物館

文化財ニュース65号関係文化財地図

東神吉南小学校の砂部遺跡説明板
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